
日付 クラス 場所 コース

2018/10/16 JpnIII 門別 1200m

枠 馬番 馬名 性齢 斤量 騎手 父 父系統 母父 母父系統 能力 騎手 適性 展開 総合評価 期待値 印 結果

1 タイムゴールド 牝2 54 井上 タイムパラドックス ロベルト系 Behrens リボー系 B B B B B A ◎

2 ヒストリコ 牝2 54 田辺 スウェプトオーヴァーボード ミスプロ系 ダンスインザダーク サンデー系 D A C C C C

3 ファーストメロディ 牝2 54 阪野 パイロ ナスルーラ系 ゴールドアリュール サンデー系 D C C C C C

4 カシノティーダ 牝2 54 五十嵐 ケイムホーム ミスプロ系 シンボリクリスエス ロベルト系 D B C C C C

5 オスピタリタ 牝2 54 服部 スウェプトオーヴァーボード ミスプロ系 サンデーサイレンス サンデー系 C B B C C C

6 レコードチェイサー 牝2 54 阿部 ディープブリランテ サンデー系 アドマイヤムーン ミスプロ系 C A B B B B △2

7 スティールティアラ 牝2 54 桑村 サウスヴィグラス ミスプロ系 キンググローリアス ミスプロ系 B A B C B B △3

8 ケイゴールド 牝2 54 戸崎 サムライハート サンデー系 キングヘイロー ノーザン系 C B B B B B ×2

9 シェリーアモール 牝2 54 笹川 グラスワンダー ロベルト系 タイキシャトル ヘイロー系 C B C C C C

10 グレイアンジェラ 牝2 54 吉原 スマートボーイ ノーザン系 タニノギムレット ロベルト系 B A B B B B ×1

11 エムティアン 牝2 54 矢野 パドトロワ ミスプロ系 エルハーブ ノーザン系 B B B C B A △1

12 キスミ―ローズ 牝2 54 岩橋 サウスヴィグラス ミスプロ系 アサティス ノーザン系 C B B C C B ×3

13 レスプレンデント 牝2 54 井上 ロジユニヴァース サンデー系 シニスターミニスター ナスルーラ系 D B C C C C

14 パレスラブリー 牝2 54 宮崎 ディープブリランテ サンデー系 Singspiel ノーザン系 D B B B C C

15 デンバーテソーロ 牝2 54 吉田隼 Violence ノーザン系 Smoke Glacken ミスプロ系 A B B B B B ○

16 アークヴィグラス 牝2 54 石川 サウスヴィグラス サンデー系 フジキセキ サンデー系 B B A B B B ▲

次走狙い馬

　　　　　　　　　　　　シェリ

　　　　キスミ　エムテ　オスピ

　　　　デンバ　スティ　カシノ

　　　　アーク　レコー　ヒスト

　　　　パレス　グレイ　タイム

　　　　レスプ　ケイゴ　ファー

ハイペース

エーデルワイス賞は地方ダートグレードの中でも地方勢が強いレース。過去５年の３着以内馬15頭の内訳

は、ＪＲＡ勢５頭、北海道勢10頭。地元の北海道勢がＪＲＡ勢を圧倒している。昨年は北海道勢が掲示板を

独占。ＪＲＡ勢は、６着ラインギャラント（５番人気）、11着シャインカメリア（１番人気）、12着ウイン

ジェルベーラ（３番人気）、13着ジュンドリーム（８番人気）とそろって敗退した。ナイター、長距離輸

送、地方ダート。キャリアの浅い２歳牝馬にとって初ものづくしで、仮に能力があってもそれを出し切れる

とは限らない。今年のＪＲＡ勢はいかにも手薄。今年も道営勢の上位独占があっても不思議ではないだろ

う。それでは予想にいきましょう。

本命はタイムゴールドを狙う。前走フローラルカップで初めて馬券圏外に敗れたが、内でロスなく立ち回っ

た馬が１～３着に入る中、12番ゲートから終始外々を回されての４着。上位とは完全に立ち回りの差で、重

賞でも十分に戦える能力を示した一戦だった。（以下省略）
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隊列図 見解 ラップタイム

6

レース名 展開 想定馬場 ポイント

エーデルワイス賞 ハイペース 重 末脚の持続力
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枠 馬番 馬名 印 結果

1 タイムゴールド ◎

2 ヒストリコ

3 ファーストメロディ

4 カシノティーダ

5 オスピタリタ

6 レコードチェイサー △2

7 スティールティアラ △3

8 ケイゴールド ×2

9 シェリーアモール

10 グレイアンジェラ ×1

11 エムティアン △1

12 キスミ―ローズ ×3

13 レスプレンデント

14 パレスラブリー

15 デンバーテソーロ ○

16 アークヴィグラス ▲

8

前走は超ハイレベルレースで出走馬のその後の成績を見ると、すでに４頭が未勝利を脱出。デンバーテ

ソーロは２着スマートスリロス以下に完勝しており、能力は２年前に同レースを圧勝したリエノテソーロ

級かもしれない。被されない外枠を引けたので、能力通りに走る可能性は高そう。

ここに来てフルールカップ→リリーカップと重賞連勝。馬自身がレースを覚えてきた感じで、特に前走リ

リーカップは馬群の間から差す味のある勝ち方。正直、立ち回りを生かすには内枠の方が良かったが、決

して外枠がダメなコースではないので、枠順だけで大きく割り引く必要はないだろう。

6

ダートで敗戦を喫したのは前走のみで、その前走は新人の落合騎手がほかの牝馬に騎乗している騎手より

も１キロ重い斤量を背負っての２着（通常であれば、斤量２キロ減）。レース内容的にも終始勝ち馬エム

オータイショウにマークされる厳しい展開だった。重賞でも通用する下地はある。

逃げる競馬しかしていないので控える形になってどこまで走れるか未知数も底を見せていないのは事実

で、角川厩舎なら押さえておきたい。

7

近２走はリリーカップ６着、フローラルカップ５着と完敗。本質的に1200mは短いのでは。

フルールカップ、リリーカップともにアークヴィグラスに完敗。堅実に走ってきそうだが、相手はさらに

強くなるので馬券圏内までの好走は難しいのでは。

4

新馬圧勝後、フルールカップ５着、フローラルカップ２着と勝ち切れていないが、まだキャリア３戦の身

でレースを覚えている段階といえそう。管理する角川厩舎は凱旋門賞のファーブル厩舎並みに毎年この

レースで３着以内馬を輩出しており、人気をそこそこ集めそうだが、ブランド力だけで警戒しておきた

能力的に厳しいかもしれないが、差して勝っているのは好感。地方に向いていそうな血統でもあり、押さ

えておいて損はないだろう。

5

重賞では栄冠賞６着、フルールカップ８着、フローラルカップ３着とやや荷が重い印象。前走フローラル

カップは展開に恵まれての好走。1200mの激流では粘り込めるほどの力はないのでは。

レースがまだ粗削り。前走フローラルカップでは4-7-11-8の通過順を見ても分かる通り、まともなレー

スをしておらず、それでも終いはそこそこ伸びていたので、能力自体は高いと見てよさそう。吉原騎手が

上手く捌いてくれば、上位進出しても不思議ではないか。

2

キャリア１戦の身で挑んだフローラルカップで上り２位をマークして６着に健闘。素質は高そうだが、

ダートグレードで上位争いするのは新馬の走破時計から４秒くらい縮める必要があり、さすがにそれは現

実的ではないか。

低レベルな九州産馬。初ダートなので走ってみないと分からないが、ダート適性があったとしてもここで

上位争いするのは相当の実力が必要。おそらくそこまでの実力はないだろう。

3

前走すずらん賞は芝で参考外も２走前のターフチャレンジはいっぱいいっぱい粘り込んでの勝利。当時か

ら大きな上積みは想像しづらく、持ち時計的に苦戦必至だろう。

久しぶりのダートでどこまで走るか未知数も、ダートでは【2.0.0.1】とまだ底を見せていない。角川厩

舎ー阿部騎手ーグランド牧場のラインは、16年２着アップトゥユー、17年１着ストロングハートと同

じ。控える競馬もできそうなので不気味な存在だ。

評価 回顧

1

前走フローラルカップで初めて馬券圏外に敗れたが、内でロスなく立ち回った馬が１～３着に入る中、

12番ゲートから終始外々を回されての４着。重賞でも十分に戦える能力を示した一戦だった。

新馬の函館ダート1000mは超低レベルな凡戦。出走したレースが異なっていれば、いまだに未勝利馬の

可能性もあった。ダートグレードでは荷が重いだろう。


